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　　※金額は表示単位未満の端数を切り捨てています。

●国内線、国際線ともに需要の回復により増収となり、
営業収入は6,841億円（前年同期より723億円増）に
なりました。
●計画通りコスト削減策を着実に進めた結果、営業費用
は6,273億円（前年同期より127億円減）に減少し、
営業利益は568億円、経常利益は455億円、6ヵ月累計
の四半期純利益は132億円となりました。
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航空需要の回復と「ANAグループ2010－11年度
経営戦略」の着実な実行で黒字転換

●収入面では、需要と単価が回復
した国際線旅客や国際線貨物
が輸送実績を大きく伸ばすなど、
前年同期より717億円の増収と
なりました。
　
●費用面では、期初に設定した総
額860億円のコスト削減対策を
着実に実施した上、さらなる費用
削減にも努めた結果、前年同期
に比べて85億円の削減となりま
した。
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経営戦略の着実な実行により、上半期純利益は132億円を計上

　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥の
こととお慶び申し上げます。
　10月31日、待望の羽田空港からの国際線定期便が
就航しました。羽田空港発着の当社国際線は9路線
となり、羽田空港での国内線と国際線との接続も大変
便利になりました。今後、羽田・成田の首都圏両空港
の特性を生かしたネットワークの充実に努めてまい
ります。
　さて、第2四半期（累計）は、想定を上回る円高、
株安が続きましたが、景気の回復基調による堅調な
需要と計画を上回るコスト削減効果等により、132億
円の四半期純利益（6ヵ月累計）を計上することが
できました。
　国内線旅客事業は、夏季期間中の旅客需要等に
支えられ、旅客数は前年同期比103.7％、営業収入は
前年同期より81億円の増収となりました。国際線旅客
事業は、ビジネス・旅行需要ともに大きく回復し、利用
率は79.2％（前年同期より6.8ポイント増）にアップし、
前年同期より408億円の増収となりました。国際線
貨物事業も順調な需要回復により、貨物輸送重量が
前年同期比145.6％、営業収入は前年同期より180億
円の増収となりました。各事業における費用面でも、
当初計画を上回る費用削減を達成することができ
ました。
　ところで、過去の米国における主要航空会社の
国際線旅客・貨物運賃に係る価格調整に関し、米国
司法省による捜査に協力してまいりましたが、今般、

関係当局等との合意・和解の結果、特別損失を計
上することになりました。株主の皆様には、ご心配、
ご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げ
ます。本件に関する関係者の処分に加え、社内管理
体制の徹底と従業員教育の強化を図る所存です。
　今後の経営環境は、国内外の経済動向に不透明
感があり、楽観視できない状況が続きますが、競争
力強化と需要喚起に努めることで、通期業績見通し
を営業利益700億円、経常利益370億円、当期純利
益60億円に上方修正しました。
　外国航空会社の参入や新幹線の延伸など、ます
ます競争環境は激化してまいりますが、経営計画の
確実な遂行と、安全性、サービス、品質の維持向上
を柱に、2011年3月期の黒字化達成に向け、ANA
グループ全役職員が一つになり、この難局を乗り
越えてまいります。
　株主の皆様におかれ
ましては、変わらぬご愛
顧とご支援を賜りますよ
う、お願い申し上げます。

株主の皆様へ

代表取締役社長

営業収入
営業費用
営業利益又は損失（△）
営業外損益
経常利益又は損失（△）
特別損益
四半期純利益又は純損失（△）
EBITDA※

6,118
6,400
△ 282
△ 132
△ 415

0
△ 253
274

723
△ 127
850
19
870

△ 142
386
869

6,841
6,273
568

△ 113
455

△ 141
132
1,144

前第2四半期
累計 増減当第2四半期

累計

229

921 843 75 △542

492

195

4
268

538
538

132

△95

352

146

△327

△95
141

29
△424

△164
△95

2010年12月

国内線旅客単価
国際線旅客単価

国内線旅客数
国際線旅客数

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費

（前年同期を100とした場合の数値）

94.5

102.5

91.2

114.6

101.9

122.1

105.9

126.2

113.2

120.2

101.9

99.8
95.4 96.8

65.864.0

115.9

97.7
91.1

98.5

営業損失
△287

営業利益
＋514

費用減
△ 85億円
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費用増減の要因
・販売手数料・広告宣伝
費などの収入連動費用
30億円、機材費以外の
減価償却費・整備費など
76億円減少
・一方で燃油費12億円、
機材費・空港使用料な
ど生産連動費用8億円
増加

その他収入
＋51

貨物郵便
収入
＋176

国際線
旅客収入
＋408

国内線旅客収入 ＋81

収入増
＋717億円

増益
＋802億円

・受託整備
・ハンドリング
・マイル・カード収入
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